
地

球

節
二
十
番

村
の
鷹
合
や
銭
逆
の
開
通
.
港
轡
の
改
造
を
ど
か
ら
み

て
既
は
金
-
iiI
い
も
の
ほ
は
在

っ
た
け
れ
ど
79
､
暦
色

式
現
図
法
に
ょ
る
ア
ト
ラ
ス
と
し
て
は
､
今
日
は
至
っ

て
獅
唯

一
の
79
の
で
あ
る
｡
述
べ
て
rJ
の
鮎
に
蓮
す
る

と
民
間
尊
者
の
地
固
ほ
封
す
る
努
力
は
未
だ
十
分
で
あ

節
五
択

宍

〇

六二

る
と
は
い
へ
NT･6
い
｡
ど
う
か
し
て
か
う
し
た
形
勢
を
'

せ
め
て
ド
イ
ツ
あ
た
ら
の
ア
ト
ラ
ス
出
版
界
の
溝
皮
に

追
随
せ
し
め
た

い
と
恩
ふ
の
は
狗

-
筆
者

1
人
の
廟
で

は
あ
る
ま

い
O
(

完
)

世

界

戦

後

の

地

名

考

(七
)瀧

ノ

規

7

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
(
A

fg
h
a
n
is
t
a
n
)
(頂
き
)
｡

ア
フ

ガ

ニ
ス
タ

ン
は
人
口
概
算
六
､
八
三
〇
､
0
0
0
と
綱
せ

ら
れ
p
種

々
在
る
民
族
に
ょ
っ
て
住
ま
れ

て
ゐ
る
.
級

等
を
纏
綱
L
で
ア
フ
ガ

ン

(A
fg
han)
と
云

ヘ
ビ
も
賓

際
は
二
種
の
優
勢
を
占
め
る

種

族

の

T
な

る
ゾ
ラ
ニ

(D
u
ra
n
i)
族
の
み
が
ア
フ
ガ
ン
と

栴
す
べ

き
も
の
で
あ

る
｡
言
語
は
波
新
改
語
と
ブ
シ

ュ

ヅ

(P

ushtu
)
語
で

あ
る
｡
宗
教
は
モ
'l
メ
ッ
-
数
で
あ
る

｡
主
粟
都
骨
は

兼

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
首
府

カ
ブ
ー
ル
嵩

a
b
u
l)
.

囲

ア
フ
ガ

ニ
ス
オ
ン
の
首
府

へ
ラ
ト
(fle
ra
t
)
p

商

ア
ユ

ガ

ニ
ス
タ
ン
の
首
府
カ
ン
ダ
パ

ル

(

K
a
n
d
a
ha
r)
で
あ

る
○ア

フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
歴
史
は
紀
元
前
よ

わ
飴
ま
る
｡

近
代
の
歴
史
は
一
七
四
七
年

ア
-

マ
ド
･
カ

ン
(A
h
m
ad

K
h
a
n
)
が
ゾ
ラ

こ
王
朝

(D
u
ra
ni
d
y
n
a
sty
)
を
建

設
せ

し

時
よ
-
始
ま
る
C

一

八
三

八
年
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
が



露
問
と
協
商
&
.な
し
居
る
を
磯
風
す
る
や
英
問
軍
隊
は

侵
入
を
開
始
し
統
治
者
を
捕
虜
と
し
て
印

鑑

に
法

っ

た
｡
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
ほ
て
は
統
治
者
の
官
柄
を
ア
ミ

ー

ル

(A
m
eeT)
と
綱
す
｡
紬
も
ア
ミ
ー
ル
又
は
千
､､

-
〟
(E
mi
r)
と
云
ふ
銅
版
は
ア
ラ
ビ
ア
語
ほ
て
は
指

揮
と
云
ふ
語
義
を
有
し
東
洋
同
数
囲
ほ
て
は
指
揮
者
の

意
に
用
以
ら
れ
る
｡
元
凍
p
軍
隊
の
精
髄
で
あ
っ
た
が

･l
股
に
支
配
者
又
は
高
級
官
吏
叉
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
子

孫
の
尊
厳
を

不
す
薦
め
は
用
以
ら
れ
る
に
至
っ
た
｡
士

共
有
の
サ
ル
タ
ン
(S
u
ttan
)
は
イ
ス
ラ
ム
(
I
s

la
m

)

の

指
揮
者
と
し

て
エ
,､-

ル
｡
ウ
ル
･
ム
ミ
三

(
E

m

i

r･
u
l-

M
u
mi
n
im
)
と
云
払
即
ち
信
者
の
支
配
者
と
の
恵
に

用

以
ら
れ
で
ゐ
る
｡
共
罫
が
カ
ブ
ー
ル
を
占
波
す
る
や

.i

八
四

一
年
に
叛
胤
起
ち
英
人
の
虐
殺
と
な
っ
た
｡
薬
園

は

一
入
些

完

に
二
個
軍
国
を
法
か
カ
ブ
ー
ル
を
再
び

占
接
し
莞

こ
れ
初
回
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
敬
辞
で
あ

る
｡
追
放
ru
れ
た
る
ア
ミ
ー
ル
の
王
手
シ
ュ
ー
S
.･
ア

刀

(S
here
A
ti)
は
王
位
を
嗣

い
だ
が
､
露
問
と
密
約

を
な
す
に
及
ん
で

1
八
七
八
年
第
二
回
の
ア
フ
ガ

ニ
ス

世
界
職
級
の
地
勿
考

タ
ン
の
L我
帝
と
な
っ
た
｡

一
八
七
九
年

･)

ユ
ー

レ
･
ア
-
の
息
子
と
協
約
を
粧

び
共
闘
は
ア
ブ
ガ

l三

タ
ン
の
外
交
の
統
制
種
を
得
､

カ
ブ
ー
ル
に
共
闘
代
表
者
を
置
-
rJ
と
を
約
定
し
､
か

イ
(1,l
峠
(K
hy
be
r
P
ass)
を
占
有
す
る
rJ
と
は
よ
っ
て

英
静
岡
の
領

土
を
購
大
し
た
｡
其
後
屡
英
軍
に
よ
っ
て

虐
殺
が
行
ほ
れ
た
｡
英
人
の
代
表
者
サ
｡
ル
イ
ス
･
カ
ブ

ア
ニ
ア
リ
(S
ir
L
ou
is
C
a
va
gnari)
の
な
し
た
虐
殺
.

カ
ブ
-
〝
ま
で
軍
隊
を
進
め
た

ロー
''rl
ッ
(R
ob
e
rts)

に
ょ
つ
て
も
行
ほ
れ
た
虐
殺
は
そ
の
主

夜

も
め
で
あ

る
｡

p
I
r;,l
ッ
は
カ
ブ
ー
ル
に
殆
ど

一
ケ
年
間
滞
在
し

殆
ど
絶
え
間
な
き
敵
封

行
為
に
円
を
送
っ
た
｡

一
八
八

〇
年
七
月

ロ
ー

バ
ツ
は
カ
ン
ダ
ハ
ル
(K
a
n
d
ah
ar)
忠

で
進
撃
し
カ
ン
ダ

rl
γ
市
を
包
囲
し

て
ア
フ
ガ
ン
人
を

破
っ
た
｡

一
八
八

一
年
よ
-
一
九
〇
一
年
ま
で
は
ア
ブ

ド
｡ウ
ル
エ
フ
-
.マ
ル
(A
b
d
･u
r･R
ah
m
a
r)
が
華
燭
の
統

治
者
で
あ
っ
た
が
､

英
子

rl
ビ
ブ
ラ
･
カ
ン
(H
abibu･

)1ah
K
h
an
)が
統
治
者
の
任
地
を
嗣
い
だ
｡
ア

フ
ガ

ニ

ス
タ
ン
の
北
の
閥
境
に
関
し
て
露
間
と
光
岡
と
の
間
に

三八1

六

三



地

波

節
二
十
懲

困
難
な
る
問
題
が
続
出
し
て
ゐ
た
が
､
蓬
に
外
交
に
よ

っ

て解
決
さ
れ
る
ほ
至
っ
た
｡

一九
一
九
年
に
は
ア
ミ
ー

ル
が
曙
殺
さ
れ
p
そ
の
第

三
千
ア
マ
q
lフ
･
カ
ン

(A
m
a
n
u
tta
h
K
h
a
n
)

は
後
腹

者
と
な
る
や
抗
英
運
動
を
な
し
た
が
凡
て
の

瓢
は
放
て

敗
れ
漆
に
新
卒
を
夜
す
べ
-
飴
俵
夜
-
n
れ
カ
.

一

九

二
九
年
彼
が
欧
洲
の
習
慣
を
輸
入
し
た
が
馬
め
に
重
大

を
る
暴
動
蜂
起
を
見
､
暴
動
の
摂
行
さ
れ
居
る
間
は
彼

及
び
其
の

一
家

一
族
も
英
人
居
住
者
等
は
英
図
の
飛
行

隊
は
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
.
頂

い
て
彼
は
退
位
し
暴
動

指
揮
者

ハ
ビ
ブ
ラ
｡ガ
-
デ

(H
ab
ib
u
lta
h

G
h
a
zi)
那

統
治
者
と
な
っ
た
.
然
る
は
ガ
-
デ
も
亦
間
79
な

-
敗

紘
.
ナ
デ
ー

ル
｡
カ
ン
(
N
a
d
ir
K
h
a
n
)
と
栴
す
る
γ
フ

ガ

ン
人
の
華
人
が

一
九
二
九
年
十
月
撰
ば
れ
て
囲
王
と

な
っ
た
0

ア
プ
リ
デ
(A
frid
i)
と
呼
ば
れ
る
民
族
は
印
度
及
び

ア
フ
ガ

ン
の
固
境
に
任
す
る
パ
サ
ン
ス
(P
ath
an
s)
と

云
は
る
る
種
族
に
属
し
.
背
高
-
挿
せ

､
種
皮

は
薫
き

皮
層
を
有
L
t

バ

ラ
ン

(Ira
n
)
系
の
ア
-
ア
ン
人
種
で

第
五
地

元

二

六
四

あ
る
Q
彼
等
は
北
方
の
ブ
シ
ュ
ツ
譜
堅
言
語
と
し
て
ゐ

る
｡
彼
等
に
八
旗

が

あ
ら
hLr
の
う
ち

コ
ハ

ト

･
パ
ス

(K
oh
at
P
a
ss)
を
根
櫨
に
せ
る
ア
ダ
ム
･ケ
ー
ル
(A
d
a
m

弼
h
et)
.
カ
イ
バ
｡
パ
ス
を
魂
櫨
は
せ
る
ザ
カ
･
ケ
ー
ル

(Z
ak
k
a

K
h
et)
の
二
族
に
封
し
英
軍
は
贋
慾
の
遠
種

軍
を
起
し
た
の
で
あ
る
｡

ア
フ
リ
カ
(A
fri
c
a)
｡
世
界
の
大
陸
の

一
に
し
て
要

細
並
の
西
南
は
延

び
これ
に
ス
エ
ズ
(S
uez)
の
地
峡
が

附
加
n
れ

て居
る
｡
長
n
は
南
北
五
〇
〇
〇哩
許
み
､

来
四
四
〇

〇
〇
埋
ば
か
-
で
あ
る
｡

金
両
帝
略

二

､

五
〇
〇
.〇
〇
〇
平
方
哩
､
人
口
概
算
略

7
八
〇
.
〇
〇

0
.〇
〇
〇
で
あ
ヵ
海
岸
線
は
殆
ど
断
絶
し
居
ら
ぬ
｡

山
岳
畢

(O
rogTaPhy
)
の
見
地
か
ら
云

へ
ば
､
ア
フ

リ
カ
大
陸
は

四
地
域
に
別
た
る
｡

山
､
沿
岸
平
野

二
'
北
ア
フ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ス
(
A

tl
as)山
脈
の
地
域

三
､
サ

.T
ラ
の
砂
漠
を
含
む
西
部
及
び
北
部
の
平
原
地

域

四
､
南
方
及
び
兼
方
の
贋
大
在
る
高
原
地
域
は
別

た
る
｡南
部
の
高
地
に
は
多
数
の
山
嶺
が
あ
ヵ
､赤
道
地

帯
に
は
死
火
山
の
噴
火
口
が
樺
山
あ
る
｡
例

へ
ば
キ
-



了

エ
ア
ーヱ
X
ilim
a
･N
jra
TO
)
三

〇
､
0
0
0
呪
)､

ケ

ン
三

界

en
ya)二
八
.
五

〇
〇
択
)
の
死
火
.山
が
あ
る
｡

主
要
在
る
河
流
は
ナ
イ

ル
(N
ile
)
河
､
.n
ン
三

C
on
g
o
)

河
､
デ
イ
,,,"

(N
i.g
er)
河
､
ザ
ム
べ
rr,)
(Z
a
m
b
e
zi)
.

河
で
あ
わ
大
陸
の
河
流
の
三
分
の
二
は
大
西
洋

に
向

つ

て
洗

い
で
ゐ
る
○
内
地
に
は

美

郷
系
が
あ
.･a
p
そ
の

う
ち
に
は
東
部
ア
フ
リ
カ
に
プ
ヰ
ク
ト
リ
ア

･
ニ
ア
ン
･

g
an
yik
a)
湖
'

エ
ア

ー
サ
(N
ya
sa)湖
が
あ
み
､
酉
部

ア
フ
リ
カ
に
は

㌢

ヤ
ー
ド

AC
had)
湖
が
あ
る
｡
主
在

る
砂
徴
は
北
部
ア
フ
リ
カ
に
サ

.1
ラ
(S
ah
ara)'
リ
ビ

ア
ソ
(Li
b
y
an
)
'

ヌ
ビ
ア
ン
(N
ub
ian
)の
砂漠
が
あ

～,/

南

部
ア
ブ
-
カ
に
は
カ
ラ
バ
リ
(K
a
l
a

h
ari
)
砂
漠

が
あ
る
｡

地
方
植
物
の
主
在
る
も
の
は
サ

rl
ラ
砂
漠
内
の
オ
エ

シ
ス
は
産
す
る
束
耶
手
(d
ate･p
al
m
)､
両
部
及
び
中
部

ア
フ
リ
カ
に
産
レ
箪

税
を
巷
ず
る
高
昇
植
物

(Liana)p

油
を
蕉
ず
る
格
租
､
そ
の
他
経
済
的
に
有
用
在
る
植
物
'

沿
海
地
帯
及
び
コ
ン
ゴ
流
挽
地
方
の
旗
大
在
る
森
林
に

世
外
職
級
の
地
名
考

産
す
る
マ
ホ
ガ

ニ
樽

･
韻
糖
'
非
餌
兼
ア

ブ
-
カ
等
陀

産
す
る
杉
材
や
ア
オ
ビ
ア
(ib
ea
)
の
樟
樹

で
あ
る
｡

ア

ユ
リ
オ
の
地
方
的
動
物
と
し
て
は
班
麟
壷

峰
賂
野

水

学

縞
馬
産

｡獅
子
･豹

｡
象

･
チ
ム
パ
ン
ジ
ー

･
ゴ
リ

ラ
及
び
バ
ブ
-

ン
で
あ
る
｡

金
は
顔
大
在
る
地
域
に
亘
っ
て
産
出
し
､
殊
に
南
部

ア
フ
リ
カ.に
多
-
'
銀
盤
は
ア
ル
ゼ
リ
ア
(A
tg
eria
)

は

於

で
加
工
n
れ
'
銅
は
白
耳
義
領
の
コ
ン
ゴ
に
産
し

､

石
炭
は
主
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
に
於
で
産
出
す
る
｡

言
語
は
四
つ
の
主
な
る
諦
系
に
分
か
れ
､
南
部
及
び

中
部
ア
フ
リ
カ
に
於
て
は
パ
ン
ツ
(B
ant
u)諦
系
が
行

執
れ
,

西
部
ア
フ
リ
カ
に
於
で

は
ス

ダ
ニ

ック
(S
u
d
a
･

n
ic
)
帯
系
が
行
は
れ
､
北
部
ア
フ
リ
カ
に
於
で
は
主
と

し
て

ハ
ミ
チ
ッ
ク
(H
a
m
itic)
誇
系
が
行
は
れ
'
東
北
部

は
於
で
は
セ
′ミ
チ
ッ
ク

(Serf,i
tic)
譜
系
が
行
は
れ
で
ゐ

る
｡
パ
ン
ツ
譜
及
び

ス
ダ
ニ
ッ
ク
語
系
は
貴
人
の
用
語

ほ
て
rJ
れ
ほ
鷹
す
る
言
語
は
(
=計
千
百
七
十
種
ば
か
み

の
言
語
が
あ
-,
'

;
",
チ
ッ
ク
譜
系
に
属
す
る
言

語
は

五
十
種
あ
る
､
セ
ミ
チ
ッ
ク
語
薫
は
属
す
皇

孟

p｡
も

可

二八二

六
九



地

球

餅
二
十
巻

成
多

い
が
何
れ
79
外
凍
語
で
あ
ヵ
亜
細
亜
人
の
用
語
は

底
す
る
も
の
で
あ
る
｡

住
民
の
大
牢
は
黒
人

種

で
あ
-
そ
の
他
に
ブ
ッシ

ュ

マ
ン
(B
u
sh
m
an
)族
､

ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト

(H
ott
entot)

族
p
束

'
1

マ
イ
ト
(E
a
stern
fl
am
ite)族
p
-

ビ
ア

ン

(Li
b
y
an
)
族
が
あ
っ
て
ア
ル

ゼ
リ
ア

(A
lg
e
ria
)
及
び

モ
ロ
ッ
コ
(罵
orocco)
に
任
し
､
そ
の
他
セ
マ
イ
ト
(S
e･

mi
te
)
族
又

は
ア
ラ
ビ
ア
人
が
居
少
､

多
数
の
混
血
種

が
居
る
｡

ア
フ
リ
カ
の
ii=代
史
は
大
陸
の
北
部
に
限
ら
れ
て
居

っ
た
｡

原
始
人
魔
は
倭
人
で
あ
ヵ
今
田
紛
中
央
ア
フ
リ

カ
に
存
在
し
､
ア
ラ
ビ
ヤ
及
び
ァ
.,,)
ア
.よ
与
の
移
民

も

亦
原
始
人
種
を
構
成
し
て
み
た
｡
敢
初
の
植
民
政
務
及

人

｡
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
及
び
希
滅
入
で
あ
っ
た
｡
紀
元
初

年
よ
-
北
部
ア
フ
リ
カ
は
全
部
若
-
は

一
部
分
順
次
他

図
に
よ
っ
て
併
合
n
れ
ね
｡
雁
馬
･ブ
ア
ン
ダ
〝
(V

an･

d
al
)
族

｡
ア
ラ
''iI
ア
･
士
共
有
に
よ
っ
て
順
次
に
併

合

さ
れ
允
が
p
十
八
世
配
に
は
沸
蘭
酉
に
よ
っ
て
併
合
r
u

れ
ね
｡
中
央
及
び
南
部
ア
ブ
-
カ
に
は
疾
及
人

｡
ア
ユ

節
五
統

語

凹

六
六

二
キ
ア
人

･
希
滅
入

｡
ア
ラ
ビ
ア
人
の
植
民
地
が
夙
-

春
衣
L
t
十
五
世
紀
及
び
十
六
倣
寵
に
於
で
は
葡
萄
牙

の
探
険
豪
が
囲
海
産
に
走
与

R
.ン
ゴ
ほ
達

し

ケ
ー
プ

(
C

ap
e)
を
廻
っ
た
｡

英
図
人
は

一
五
五
二
年
は
初
め
て
ゴ
ー
ル
ド

･
n
-

ス
ト
(G
old
C
o
a
st)
に
達
し
､
十
九
世
紀
迄
に
は
他
観

の
探
険
者
を
速

報
す
る
や
う
に
在
っ
た
｡
共
闘
探
険
者

は
壊
及
の
低
地
地
方
を
頻
に
地
閲
に
沓
m
j立
て
､
ア
ビ

･b
ニ
ア
(A
b
ys
sinia
)
･
セ
ネ
ガ

ム
ビ
ア
(Se
n
eg
am
b
ia)

を
探
険
L

t
上
部
ナ
イ
ジ
ヤ

(U
pper
N
ig
er)
及
び
オ

レ
ン
ジ
河

(O
ran
g
e
R
iv
er)
を
磯
風
し

.
ナ
イ
ル
河
の

水
源
を
探
カ
.
タ
ン
ガ
ン
イ
ー
カ
は
按
す
る
大
潮
群
を

探
険
し
た
｡
常
時
の
有
名
在
る
捉

険

者

は
ブ
ル
ー
ス

(B
TuCe)'
マ
ン
ゴ
ム

ー
ク
(M
u
n
g
o
P
ark)
､
5,,
-

ト

ン
(Bu
rton
)
､
ス
ピ
ー
ク
(S
p
ek
e
)'

リ
'ビ
ン
グ
ス

ト
ン
(Li
vin
g
sto
n
e
)
及
び
ス
タ
ン
リ

(Stan
te
y
)

で
あ

っ
た
0

今
日
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
英
帝
閥
額
は
委
任
統
治
図

を
合
し
て
四
､六
五
二
､
O
C
,O
平
方
哩
で
あ
hl
､
人
口



約
五
千
寓
と
算
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
桃
蘭
酉
領
は
英
同
額

に
比
し
て
欄
少

い
｡
英
領
の
,H
な
る
も
の
は
南
ア
フ
リ

カ
｡
ユ
ニ
オ
ン
(U
n
ion
o

f
S
ou
th
A
fric
a)
､
委
任
統

治
の
西
南
ア
ブ
-
カ
保
護

閣
(S
･W
･
A
f
Tica
.P
r
ot
ec･

to
rat
e)
･

英

攻
入
の
ス
ー
ダ
ン

(A
n
glo･E
g
y
p
tia
n

s
u
dan
)
,

p
デ
シ
ア

(Rh
.d
esia)'
そ
の
他
ケ
ン
ヤ

(K
e
n
ya
)

､

ナ
急

リ
ア

(Nig
eri
a
)
'

ク
ガ
ン
ダ

(u
gand

a

)

'
ソ
マ
-
ラ
ン
ド

(S
om
al
ilan
d
)
.

言

サ
ラ
ン
ド

(N
y
a
sa
lan
d
)
t
の
譜

保
護
園
で
あ
ゎ
､
小

磯
地
と
し
て
は

ニ

ラ
･
リ
オ
ネ
(S
ier
ra
Le
o
ne)､
毛

ク
リ
チ
ア
ス

(寓
ou
ri
tiu
s
)
'

ゴ
ー
ル
ド
｡
コ
ー
ス
ト

(G
old
C
oast)
及
び
ガ
ム
ビ
ア
香

m
bia
)
が
あ
る
｡

タ

ン
ガ
ン
イ
ー
カ
領
(1
an
g
an
y
ik
a
Te
rritory
)
は
委

任
統
治
で
あ
る
O

コ
ン
･ゴ
自
由
州
は

(C
on
g
o

F
ree

state)
は

一
九
〇
八
年
白
耳
義
問
に
併
合
n
れ
た
.

価
額
は
モ
ロ
ッ
コ
の

一
部
p

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

(ACad
a
･

g
a

scar)
p
ァ
ル
ゼ
リ
ア
(Al
g
eria
)
'

チ
ユ
言

(T
u
･

n
i
s二
･
サ

言

砂
漠
の
大
部
分
及
び
コ
ン
ゴ
の

一
部
敏

也
含
す
る
北
部
及
び
西
部
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
蛮
大
な

珊
非
職
孜
の
地
朝
考

る
地
域
で
あ
る
0
葡
葡
牙
は
両
部
ア
ブ
-
カ
及
び
兼
酉

ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
渚
領
土
を
有
し
､

伊
太
利
は
エ
リ

ト
レ
ア
(E
ritre
a
)
､
伊
太
利
髄
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
､

ヅ
-

ポ

リ
タ
エ
ア

(T
ri

P
o
tit
an
ia
)
と
チ
レ
ナ
イ
カ

(C
y
寧

n
ai
ca
)
と
を
包
む
リ
ビ
ア
(
L
ib
y
a
)
を
領
有
し
て
ゐ

る
｡

酉
班
牙
は
…

ッ
コ
の

山
部
､

リ

オ

･ヂ

･
オ
エ

R
io
d
e

o
re
)
,
及
び
ス
ペ
イ
ン
領
の
ギ

ニ
(S
panish
G
u
in
ea)

を
箇
有
し
て
ゐ
る
｡

･i
九

▲元

年
狗
乙
は
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
諸
領
む
奪

は
れ
猫
乙
の
肇
領
土
は
間
際
聯
脱
の
決
講
(
?
)
に
ょ
-Th

英
閥

･
俳
蘭
甜
及
塗

2
耳
義
に
委
任
統
治
領

(M
and
a･

tory
)
に
な
っ
た
｡
ア
ビ
シ
ニ
ア
(A
by

ssin
ia
)
は
元

衆

よ
～,義

立
重
囲
で
あ
-
塊
及
は

一
九

二
二
年
に
初
め
て

狗
立
間
と
裳

目
さ
れ
た
｡
ア
ビ
三

ア
人
が
戯
大
怒
る

ア
フ
リ
カ
大
陸
に
於
で
有
凍
よ
-
の
唯

一
の
猫
立
間
と

し
て
極
東
の

一
島
問
を
憧
れ
る
の
も
光
で
あ
-
､
過
剰

人
口
の
極
東
女
性
1
ろ
し
-
ア
rriJ
三

ア

に
行

-

.I(-

L
U
誘
ふ
風
の
あ
る
今
日
何
故
に
櫛
東
の
女
性
は
蹟
路

す
る
や
0

天
筑

六
七



地

球

姉
二
十
怨

英
問
に
は
ア
フ
リ
カ
の
軍
役
は
従
事
し
て
功
券
あ
わ

し
者
に
援
典
す
る
励
輩
が
あ
る
｡
乙
机
を
英
語
で
メ
ゾ

〟
(M
e
d
al
)
と
云
ふ
｡
日
本
の
運
動
骨
の
メ
タ
ル
の
や

う
に
聞
え
て
安
概
で
あ
る
｡
然
し
英
人
は
被
征
服
者
た

る
.ア
フ
リ
カ
人
の
戚
情
を
審
し
覆
い
や
う
に
ア
フ
リ
カ

載
役
の
rJ
の
由

寒
を
ア
フ
リ
カ
7
般
功
弊
牽

(A
frica

G
ener
al
S
ervic
c
M
e
d
al
)
と
云
ふ
名
種
を
用
以
て
ぼ

か

し
て
ゐ
る
｡
今
後
極
東
は
於
て
罫

繁
-
な
る
ほ
つ
れ

て
新
聞
の
煽
動
的
記
事
は
茸
は
同
意
し
て
ゐ
で
も
箇
月

賓
は
ぼ
か
し
の
言
辞
と
表
現
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
を

忘
れ
て
貨
以
た
-
を

い
｡
被
征
服
者
の
莱
分
を
察
知
し

得
な
い
囲
民
は
世
界
を
征
服
し
程
る
稀
の
大
間
民
と
は

臥
-
程
を

い
0
英
樹
の
ア
フ
リ
カ
一
般
功
静
勅
薯
は
敢

初

一
九
〇
二
年
に
東
部
中
央
部
及
び
西
部
ア
フ
リ
カ
に

於
け
る
遠
征
軍
の
潮
功
を
記
念
す
る
為
め
は
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
｡
勅
輩
の
裏
面
は
英
骨

ユ
ド

ゥ

オ
ド

(
E
d

ward)
七
世
が
大
元
帥
服
を
竃
n
れ
て
ゐ
る
頭
部
と

胸
部
と
を
表
し
､
裏
面
に
は
ブ
リ
ク
エ
r
の
紳
姿
が
獅

子
を
随

へ
片
手
を
差
出
し
日
の
出
を
バ
ッ
ク
に
し

て
砂

第
五
鵬

宍

六

六
八

漠
を
下
撤
し
て
ゐ
る
｡
英
軍
の
ア
フ
リ
カ
は
敷
け
る
戦

役
は
賓
に
絶
え
間
を
-
行
は
れ
従
っ
て
勅
章
も
屡
授
典

rb
れ
て
ゐ
る
.
そ
の
主
な
る
753
の
を
紫
ぐ
れ
ば
南
北
ナ
ハ

イ
ゼ
リ
ア
は
放
け
る
頻
磯
の
戦
闘
､

一
九
〇
〇
年
の
ウ

ガ
ン
ダ

(U
ga
n
d
a
)
の
我
.

一
九

〇
一
年
及
び

一
九

〇

二
年
の
',,h
ユ
で
フ
ン
i
(J
ubal
an
d
)
･
ガ

ム
ビ
ア
(
G
a
m

･

b
i
a)
･
ラ
ン
ゴ

(L
ang
o
)の
戦

､
一
九
〇
五
年
の
'･,h
ヅ

ド

'/,Tリ
(･jid
b
al
ti)
及
び
キ
シ
(内
issi)
の
戦
､

一
九

〇
1

年

及
び
一
九
〇
二
･-
四
年
の
マ
リ
ラ
ン
ド
の
我
'

1八

九
九
-

一
九
〇
〇
年
の
英
領

中
央
ア

フ
リ
カ
へB
ri
tish

C
e旦

Tal
'A
f
rica
)
の
職
､

一
九
〇

一
-
二
年
の
ア
ワ

(A
ro
)
の
戦
で
あ
っ
て
rJ
れ
等
の
戦
闘
は
勘
功
あ
っ
た

も
の
は
授
賞

rJれ
功
夢
輩
を
覚
っ
て
居
る
｡

l
八
八
〇
年
に
英
領
南
ア
フ
リ

カ

(B
ritish
S
outh

Af
rica)
に
於
で
ア
フ
リ

カ
入
園
結

(A
fri
k
an
der

13

and
)
と
栴
す
る
固
鰭
が
南
ア
フ
リ
カ
は
生
れ
た

｡
和

蘭

人
に
よ
っ
て
組
織
n
れ
南
ア
フ
リ
カ
の
猶
立
を
確
保

す
る
数
日
的
と
し
ね
｡
そ
の
う
ち
に
乙
の
国
籍
の
目
的

が
英
統
治
に
対
し
敵
対
心
を
緩
和
し
ね
が
､
時
に
は
和



蘭
人
中
の
攻
勢
的
侵
略
的
な
人
間
に
ょ
っ
て
支
持
さ
れ

一
八
九
斗
⊥

九
〇
二
年
の
戦
役
の
間
は
彼
等
は
ブ
-

ア
(B
o
er)
人
に
肩
を
持
っ
た
｡
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o
郷
忠
研
究
国
語

村
落
篇

茶
壷

長
野
牒

小
川
内

池
紋
飼
料

些
瓜
本

郷
金
助

町
田
五
大

塩
巧
越
批
内

郷

土
研
究
問
詰
刊
行
骨
改
行

昭
利
八
空

ハ
月

食
琴

南

三
〇
錦

本
間
譜
は
北
ハ同
政
令
と
し
て
の
我
図

の
村
拓

の
姿
を
宅

警

仰

常
で

知
ら
さ
う
と
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
｡
此
ハ
の
企
樹

さ
れ
る
も
の
は
各
肝
臓
朝
鮮
寡
憎
に
llA
っ
て
五
十
五
牌

の
汲
定
で
あ
る

大
川
版
で
あ
る
｡
竺

桝

の
内
容
を
池
兜
す
る
と
射
倍
禦

一
十
非

の
闘

讐

表

の
虚
数
出
隅
問
を
除
-
と
悉
義

勝
な
政
柄
版
で
別
冊
と
し

て
附
す
る
に
聖

ハ
倍
刑
讐

東

の
仰
視
を
以
て
し
て
桝
る
｡

二
十
闘
発

車
に
収
め
れ
た
宅

胎
は
四
十
柵
に
接
し
､
脊
椎
村
滞
儲
服
か
ら
放
光
及

副
業

の
状
態

｡
隻

数
｡
腔
家

の
蝕
的

長

岡
信
仰
に
及
ん
で
長
野
櫛
に

於
け
る
あ
ら
ゆ
る
臆
黙
蒜

を
糾

排
し
て
ゐ
滋
に
妃

い
も
の
が
あ
る
0

鮒
祝
に
は
和
め
小
む
ず
か
し
い
揮
散
敗
鰐

の
彼
に
各
樹
に
就

い
て
散
明

七
脚
紫
に
な

い
或
る
部
分
の
証
明
と
が
数
十
名

の
郷
土
研
究
家
に
ょ
っ

て
興
峡
状
-
警

ら
れ
て
雷

｡
僻
は
誠
に
兄
事
で
あ
り
訣
別
は
手
に

入
っ
た
も
の
で
あ
る
が
拭
々
に
し
て
紋
別
の
班
離
し
難

い
も

の
が
口
に

漸
新

紹

介

つ
-
O

こ
れ
は
恐
-
附
散
.寮
に
は
よ
-
判
っ
た
こ

と
で
あ
ら
う
が
侍
り

に
税
務
を
物
織
り
だ
と
考

(
ら
れ
て
省

い
た
鋸
め

だ
と
思
は
れ
る
｡

つ

ま
り
も
つ
と
･14
･易
に
桝
祝
し
て
欲
し
か
つ
た

の
で
あ
る
.
地
排
撃
の
富

来

の
任
用
を
誹
っ
て
ゐ
る
の
が
時
々
あ
る
｡
桐
抑
番

の
依
頼
な
校
訂
が

必
姿
で
あ
ら
う
0

品

か
う
し
た
川
放
物
を
完
成
さ
せ
る
の
は
容
易
の

こ
と
で
な
し

も

つ
と
民
衆
的
な
も

の
な
れ
ば
朗
布
も
瞭
が
ら
う
が
.I

仰
祝
を
且
で
も
桃
り
よ
が
針
や
米
屋
路
に
似
た
も
の
が
な

い
と
は
冨

(

ない
か
か

こ
の
鮎
に
牲
窓
F
J
れ
て
こ
の
斯
事
業

の
担
行
さ
れ
る
の
を
人

文
地
俳
挙
孜
達

の
上
か
ら
希

っ
て
止
ま

な

い
o
恐
-
充
分

の
資
金
を
布

し
て
郷
土
桝
死
闘
紙
数
刊

の
柵
に
就
か
れ
た

こ
と
で
あ
ら
う
か
ら
中
断

し
て
館
員
を
失
望
さ
せ
な

い
こ
と
だ
ら
う
と
倍
ず
る
O
(S
)

0
地
理
学
論
文
集

川
中
伴

甜
背

古
今
啓
院
韓
行

先
侶
七
岡
五
十
鋸

今
秋

の
誠
薯
期
に
於
て
'
我

地

規

準

外
に

寄

興

さ
れ
た
叔
も
著
し

い

ポ

リ
ウ
､,,
ナ
･T(
な
大
仰
子
は
､
光
に
=:芸

田
巾
教
授

の
こ
の
前
文
塊
で

あ

る
･

菊

触
九

空

ハ
雪

間
聖

文

.L
､
別
聖

三

股
､
か
う
し
た
数

･A.+
を
み
る
丈
で
も
'
本
省
が
い
か
･ti
博
戯
と
し
て
数
々
た
る
も
の
で
あ

る
か
を
知
ら
し
め
る
0
し
か
も
そ
の
印
刷
が
珍
ら
し

い
銘
炭
や
1
地
形

固

の
み
で
な
ぐ
て
､
非
常
に
手
数

の
か
ゝ
つ
た
'
工
夫
4i}
れ
た
カ
ッ
ト

か
ら
出
爽
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
'
凡
そ
か
う
し
た
師
岡

の
み
に
つ
い
て

鵜
甘
人
の
勢
力
を
蚊
は
し
て
ゐ
る
か
斑
ひ
し
り
え
な

い
の
で
あ
っ
て
'

我
等
は
そ
の
明
確
に
し
て
琳
州
な
蒋
番

の
綱
輔
振
り
に
射
し
て
･=
,ら
.TS

天

心

六
九


